
「2024 年度精神障害者と家族の生活実態と意識調査」 

アンケート調査へのご協力のお礼 

 

この度、公益社団法人全国精神保健福祉会連合会（みんなねっと）では、「2024 年度精神

障害者と家族の生活実態と意識調査～全国家族ニーズ調査～」を実施いたしました。 

 精神疾患を有する人は年々増加の傾向にあり、最新の患者調査（2023）では 603 万人と

も示されています。本人だけでなく、その家族や身近な人たちを合わせると、決して少なく

ない人たちが精神疾患をめぐる様々な問題に苦しんでいるともいえます。 

今回の調査は、主にみんなねっとサロン※の会員を対象としており、これまで当会が実施

した全国調査と比較すると、精神障害者家族会に所属する会員以外の回答者が多いことが

特徴です。また、親以外の立場、きょうだいや配偶者（パートナー）、子どもの立場の方に

も多くのご回答をいただきました。 

調査結果からは、本人の発症により「仕事の勤務時間を減らす、転職する、退職するなど

就労状況が変化した」41.5%、「本人のための支出が増え、経済的な困難に直面した」45％、

「十分に睡眠がとれない、食欲がないなど、身体の不調を感じることがあった」67.2％、さ

らには「精神状態に不調が生じて精神科を受診した」28％など、本人だけでなく、家族自身

も経済的・身体的・精神的に大きな負担を抱えていることが見えてきました。 

当会では、本調査の結果をもとに、わが国の家族依存の現状を変え、本人だけでなく家族

をも社会が支える仕組みを構築するための政策提言につなげたいと考えております。 

本調査の結果につきましては、今後詳細な分析を行い、ホームページや月刊誌へ調査報告

書を掲載いたします。また、12 月には調査に関する報告会を予定しております。 

今回、初めて Web 方式でアンケート調査を実施したため、慣れていない方にはご不便を

おかけしたことをお詫びいたします。精神保健医療福祉の変革に向けて、一人でも多くの声

を反映するために、今後も当会の活動にお力をお貸しいただければ幸いです。 

このたびは、アンケート調査へのご協力、本当にありがとうございました。 

 

調査結果の概要 

１）調 査 名：2024 年度精神障害者と家族の生活実態と意識調査 

２）調 査 対 象：みんなねっとサロン会員および精神障害者家族会の会員 

３）有 効 回 答 数：1619 名（2025 年 3 月 7 日現在） 

４）調 査 期 間：2024 年 12 月 2 日～2025 年 2 月 28 日 

５）回答者の属性： 

①本人との続柄／母親 51％ 父親 11.2％ きょうだい 11.1% 配偶者（パートナー）8.5％  

子ども８％ その他 2.8% ②本人の病名／統合失調症 64.5％ 双極性障害 7.4％ うつ病 4.9％  

躁病 0.3％ 発達障害 5.6％ 不安障害 1.2％ てんかん 0.7％ 依存症 0.3％ 知的障害 1.2％  

不明 1.2％ その他４％ ③本人との同居／同居している 58.3％ 同居していない 26.7% 

その他（入院中等）7.7％ ④家族会入会状況／入会している 61.1% 入会していない 34.1% 



 

※みんなねっとサロン 

2020 年より開設。精神疾患・障がいがある方の家族向けコミュニティサイト。 

現在登録者 21,898 名。 

https://minnanet-salon.net/service 
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